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Abstract

Ami1anisanameofplycapramide,a SOrt Of polyamide resin quite resembling

Nylon.Thereis no distinctivedifference between Nylon of Du Pont andAmi1an

createdandcommercia11y supplied by Toyo-Rayon Co･,Ltd･OfJapan,eXCept their

structuralformula and且ow temperature.

Ascompared withother plastics,they equally glVe far stronger resistance to

heat-distortion,abrasionandtomanychemicalreagentsexceptphenol,CreSOl(m)and

formicacid.Andsuchexcellentpropertyof themis most desirable for use as the

electricwireinsulation,particularlyfortheinsulationofthefieldwireandthelike･

Thispapermainlydealswiththeextrudingmethod of Amilan,With EOmelines

fordiscussiononthepropertiesofAmilanandNylonusedaselectricwiresheath･

〔Ⅰ〕緒

電線儲

盲

物として用いられる高分子物質にほ､ 天然ゴ

ム､合成ゴム､塩化ビニル樹脂､ポリエチレン樹脂､

素樹脂､ポリビニルホルマール樹脂等があるが､最近ポ

リアミド樹脂がこ二Lrフェースとして用いられるように

なった｡このポリアミド樹脂のなかにほ米国デュボン社

の製品で=ナイロソ"として有名なポリヘキサメチレン

ァヂバミド､ドイツIGの=イガミットB''及び東洋

レrヨソの=アミラン"として知られているポリカプラ

ミド等がある｡

米国に放ては最近このナイロンを野外通信線用の保護

被覆として広く用いられているが(りこの構造ほ銅線と鋼

合せた導体上にポリエチレンで絶縁被覆し､その

上にナイロンを保護被魔として使用したものである｡

これはナイロン′のもっている優秀な機械的特性を利用

して野戦に於ける過激な取扱いに耐え得るように保護用

として使用したものである｡

これにならい我国に於ても最近ナイロン及びアミラン

を使用し機械的に強い電線を作ることが必要となり､臼

日立製作所日立電線工場

立製作所に於てもこれの溶液塗装法(2)及び押出被挺法に

ついて研究を行ってきた｡

本報告でほアミランの物理的､化学醐毒性とナイロ∵/

の特性を比較し､押出被覆法によるア

について述べることゝする｡

フソ電線の特性

〔ⅠⅠ〕アミランとナイロンの性質の比較

アミランとナイロ∵/は同じポリアミド系の樹脂であつ

てその異なる所は､間探針2)が述べているように構造式及

び流動温度が違う以外大した差異はない(3)｡

(1)物 理 的 性 質

ラン放びナイロ∵/の熔融プレスによる亜範型試料

の物規約性質の比較を第1表(次頁参照〕に示す｡塩化ビ

ニルの抗張力(6)は2.0～2.5kg/m血2程度でありポリエ

チレンは1.0-1.41{g/mm2く7)であるから､これらと比

較してアミラン等の抗張力ほ非常に優れていることがわ

かる｡ 性､硬度に放ても塩化ビニルに比べて格段

と優れている｡このようにアミラソやナイロ∵/の物理的

性質の優れているのは､大きな分子凝集力をもっている

極性 (-CONH-)のためであるといわれている(8J｡

(2)化 学 的 性 質

ランの耐化学薬品性についてほ石炭酸類､蟻酸に
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第1表 ア

物理的諸性質

ラ ン 及 び ナ イ ロ ン′ の 畢勿理的性質

Tablel･PhysicalProperties of Amilan and Nylon

ラ ン′ ナイロン FM-3()01* ナイロン′F加L8001**

比 重

抗 張 力(l瑠/mm2)

伸

弾 性

抗 祈

剛 性

硬

(%)

率(kg/mm2)

力(kg/皿m2)

率(kg/mm2)

庶

耐 磨 耗 度

流 動 温度 (OC)

比 熱(cal/g/OC)

体膨張係数

耐 寒 性

耐 燃 性

水分の加熱減量 (%)

1.15

4.92～5.67

300～320

200～500(4)

ブリネル18.8(4)

12

215

0.46(4)

3×10~4+1×10~6′(4)

良

自然消火

4.15

1.09

5.33～5.67

20～100

5.74(5)

10.64(5)

ロックェルM54(5)

226

備 考

1.21(5)

9.94(5)

ロ

ックエルR38(5)

153

良

綿々延焼

*
押出温度が高く､熔融時の粘度も低い｡Du Pont製｡

**
FM-3001よりも押出温度低く広く押出用として使用されている｡Du Pont梨｡

溶解し､鉱酸で加水分解される他ほ一般の化学薬品に対

してよい性能をもっており､ダリ←スや油に対しても極

めてよい性能をもっている｡それらの

に示す｡

ねこおア ラン､ナイロソは熔

よって酸化着色するが､ア

であるといわれている(9)｡

第 2 表

Table 2.

果を第2表

状態で窒気(酸素)に

ランはナイロ∵/よりも安定

アミラン及びナイロニンの化学的性質*

ChemicalCharacteristics of Amjlan

and Nylon

化学的諸性質 ア ミ ラン
ナイ ロン

FM--3001
ナイ ロン

FM-8001

酪
硫
硫

塩

塩

硝

酸 5%

酸25%以下

酸30%

酸10%

酸 5%煮沸

酸10%

アンモニア10%

苛性ソーダ10%

ア セ ト ン

酪酸エチル

ニLチ/レアルコ ■-ル

ニ塩化エチレン

変化なし

大 し た

変化なし

分 解

分 解

脆 化

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

大 し た

変化なし

脆 化

脆 化

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

大 し た

変化なし

脆 化

脆 化

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

それぞれ化学薬品中に24hrs浸済後､外観及び手

で阻新して判定した｡

ーー118

(3〕電 気 的 性 質

アミ ラン′の′

塩化ビニルを1として

粘度が急激に低下して
流動する温匿

25～2000C

′ は温度

-200C

1160C211rS加熱

気配性質ほ特に優れているという程では

なく塩化ビニルよりも精々劣る程度である｡参考迄に行

った電気的性質の試験結果を､第3表に示す｡なお表中

1201Cで加熱した場合に体積固有抵抗が上昇しているの

は､ア

あるっ

ランの加熱によって吸湿7k分が蒸発したためで

第 3 表

Table 3.

アミラン及びナイロンの電気的性質

ElectricalCharacteristics of AIr]ilan

and Nylon

電圧上昇は5わ0V/sec の速度で行った｡

それぞれ加葬;後､デシケrタ←中に24hrs入れた

後30■つCでD.C.100V 直偏法で測定した｡

()内の 倍は吸湿水分の蒸発による加熱減量

(%)を示した｡



フ
■

ン′ 被 覆 電 維 の 特 性 1.485

第 4 表

Table 4.

ア ラ ン 及 び ナ イ ロ ン の 押 出条件

The Extruding Condition of Amilan and Nylon

材 料

塩 化 ビ ニ グレ

ポ リ エ チ レ ン`

ア ラ ン′

ナ イ ロ
こ/FM-3001

ナ イ ロ
ンFM一一36()6

ナ イ ロ ンFM--7001

ナ イ ロ ソFM-10qO】.

押出 温度(OC)*

150～177

180～26〔)

200･､･･260

230～29()

250～280

250～290

29a一-330

押出時に於ける流動性

*
押出温度はシリンダー頭部からダイスにわたっての温度である｡

〔Ⅰ書Ⅰ〕ア ランの押出被覆法

(り アミランの押出被覆法

ラソやナイロ∵/ほ誕生して以来湿式紡糸(10)(lり乾

日立

〔ⅠⅤ〕ア

一般電線被覆用､熱に弱い
高周波絶縁一電線用､熱に弱い

繊椎､電線被覆用

FM--10nOlより可嶺性耐水性大

電

′1二}

F払

緑綬覆 用

線被覆 用

硬度大､熱=代読性大

ラン電線の特性

日立独特の電線辛皮殿用押出機を自家製

式紡糸rll)(1㌣払び熔髄紡糸(13)(14)り5)りe)によって専ら繊維

又は剛毛等として使用されていたが一腰頑_烈品(17)(18)フ

イルム(坤(祁)(叫塗料(22)(23)(ニ4)向用途の群柘書こも努力され

てきた｡

線へ被覆するための押掛破産法についてほ､アミラ

yが他の熱可塑性樹脂に比べて次のような種々の性質の

相違があるために墟化ビニル押出機そのまゝでは良好な

果ほ得られない｡即ちアミランは他の樹脂と異って比

較的鋭敏な流臥床を持ち流動点以上では粘度の低い油状

(250コCで約40けポイズ)となりしかもその

･流致点は従 の樹脂よりもかなり高く(第

l表参照)又流動点以下の温度でほ全然流

動Lない(,1nODCでは1･14×108ボイス(25り｡

アミラン及びナイロ∵/の押出条件は第4衷

のようでありスクリュr回転数は遅く普通

5～15rp.m.程度が推奨されているr26)(27)

〔2)アミラン押出機の特長
軍 練

アミランは前述したように特殊な熱的挙湖を示すため

にスクリニL-の形状は第1図に示したように先端の蕃が

浅くなっている｡スクリーン及びストレーナープレート

ほ材料の流れを｣句一にし､ノミックプレッシャーを与え､

異物や熔融しきれない材料がダイスに入るのを防止する

ために必要である｡ダイス､心金､クロスヘッドも塩化

ビニル等と異なり特旗な設計が必要であるr二.押1i溶か材

質につ｣､てはアミラソは金冠を腐蝕しないからそれ種重

要視しなくともよい｡

～･･･

β〉d･〉4〉J?

第1図

Fig.1.

ア ミ ラ
ン押出悶スクリ

ュー

Screw of Amilan Extruder

して目下各種尉途向のアミラソ被榎電線の試作並びに製

造を進めているがその一例として第2,3匪けこ示すアミ

ラン電線の性能の一端を以下紹介しよう｡

(り 抗張力及び伸び

亜 型試料によるアミランの抗張力ほ第1表に示した

ように4.92-5.67kg/mm2程度であったが押出被覆し

たアミランほ第5表に示すように7.50kg/mm2あった｡

これほ亜鈴型試料の場合アミラソのシート状試料の製作

法が困難であるため押出被擬したものよりも精々低い値

を京したものと考える｡ア

野外通イ吉線

アミラン

ランは低温延伸を行うと戚

/錫メソ干軟鋼線rβガ)

亜鉛鋲ピアノ脱化御
ポリエチレン(黒色)捕

アミランジャケットβお

一紅名製造年表標識色糸

第2図 ア ミ ラ ン 被覆電線

Fig.2.Am壬1an Sheathed Wire

節3図

Fig.3.

ア ミ ラ
ン被覆野外通信線

Amilan Sheathed Field Wire
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度が著しく増加する傾向があるため､繊維等の場(Hこは

200～400%位延伸しているようである(30)｡なお参考迄

にポリエチレy及び塩化ビニル線についても測定を行つ

た｡測責条件は温度200C,相対湿度53%である｡

(2)耐 磨 耗 特 性

第1表に示した耐磨菜毛値ほ､ア ラソを熔 固化させ

たプロァク状試料を使用してウイリアムス型磨耗試験器

による測定値を京したが､被覆線の場合iこはウイリアム

ス型が使用できないため回転式磨耗試験器(31丹こ60メソ

シュサンドペーパーを併用して測定した耐 耗値はア

ラン被覆が破れるまでの回転数で表わした｡その試験結

果を第占表に示す｡塩化ビニルの耐磨耗偵を1としてア

ミランの耐磨耗値を比較するとウイリアムスの場合の傾

向と大体一致している｡

(3〕耐 衝 撃 特 性

アミラン被覆の衝撃波さをみるために 220grの衝撃

鉄棒を50mmの高さから落下させ､導体上に被覆され

た被膜が破れた時の回数を測道しその回数で衝撃値を表

わし第7表に示す｡

(4)耐 寒 特 性

耐 性の試験ほ野外通信線仕様書に じて-30土20C

の低温で行った｡試験~方法ほドライアイスとアルコール

を混合して-3の±20Cに保持し､長さ30りmmの供試

練を1hrs浸責した後自己径の6倍の丸棒(9mm)に6

回巻付けて亀裂及び外観変化の有無を倹

ソ､塩化ビニル､ポリエチレン共何

かった｡

したがアミラ

異状ほ認められな

(5〕加 熱 変 形 特 性

供試練を30mm切り採り106-1500Cの恒温槽車に30

min問保持し､同一恒温槽内に取付けてあるウイリアム

ス熱変型試験器を使用して50けgの荷重を掛け30min後の

被覆厚さの変形量を測定した｡その結果を第8表に示す｡

第 8 表 加 熱 変 形

ア

第 5 蓑:宥こ 或 力 及 び 伸 び

Table5･Tensile Strength and Elongation

*

表中の価は5箇の平均値である｡

第 6 表 耐 磨 耗 性

Table 6.Abrasion Resistanee

(塩化ビニ/レを1として各々の倍数で表わす)

第 7 麦 耐 衝 撃 性

Table7.Impact Resistance

(被惑が破れ内部導体が露出した時迄の回数で表わす)

Table 8.Heat Deformation
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寮4図 ア ラン線の老化による抗張力の変化

(120土20C)

Fig4.Change of Tensile Strength of Amilan

by Ageing(at120±20C)

第5図 ア ラン線の老化による伸びの変化

(120±20C)

Fig.5.Change of Tensile Elongation ofAmilan

by Ageing(at120士20C)

(`〕耐 老 化 特 性

長さ約 200mm の供 腺を採りギヤr老化試験機を

使用して120土2ロCの温度で0～720hrs老化を行った｡

老化にあたっては供試練の導体を抜き取り被覆だけとし

て試験をした､その結果を第4,5囲に示す｡なお測定

温度ほ20.5CCで相対湿度は55%である｡

ア

〔Ⅴ〕結 論

ランほその物嘩的性能が優れており､特に耐磨耗

性､耐衝 性､抗張力､硬度等では塩化ビニルやポルエ

チレゾを造に凌駕しており､また流動温度が高くて高温

に於る変形畳も非常をこ少ない｡そのため電線被覆に応用

した場合､使用上坂扱の荒い野外通f 等にほ最も適し

たものであり､また従来使われているキ1･ブタイヤーケ

･-プルの上に保護被覆として用いるに適当である｡

アミランの価格の点については現在のところ塩化ビニ

ルの約4倍(ナイロ∵/は種 によって差があり5～8倍)

であるが樹脂メーカーの設備拡張と量産により価格の低

滅が行われる見通しであるので､アミラソ被覆

用は今後大いに拡張されるものと考えられる｡

最後に東研死に種々御指導を賜った日立

泉の利

線工場内藤

･部長､山野井部長､久本課長に深謝し､御援助を戴いた
松谷課長及び松原氏Ⅰこ御礼申し上げる｡
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遠 心 分 離 機

実用新案 第39394･3号

製油工業に放ける硫酸沈澱工程に遠心分離機が使用さ

れる場合に処理される硫酸ピッチが非常に粘度高く､且

つ常温に於て固化する傾向にあるため回転筒を掃除する

場合非常に手数を要し困難を極める｡この考案は回転軸

(6)の上部に取付け､内部に傘状分離板(5)を放容した

回転筒(1)の蓋(3)の外側円周上に孔(10)を設け､これ

に着脱自在のプラグ(11)を韻めてなるものである｡従

って分離作業が終ったときプラグを抜き去り回転筒を回

転せしめるときほ回転筒中に残留している硫酸ピッチは

未だ固化していないため遠心力をこよって､孔(10)より

全部吐出されピッチ顆ほ完全に清掃されるものである｡

(田 中)

川 崎 光 彦
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実用新案 第391108号 杉沼八郎･村山

自 動 給 水 調 整 装 置

汽確に於ける自動給水調整薬置i･ま､一般に汽7k胴内の

水面に応動する浮子によりパイロットパル7Pの針弁を制

御し､調塵弁の漏7Jく量を調整して調整弁を開閉し､給7k

ポンプよりの給7kを汽権に送入するよう装置される｡本

案はこの種装置に於て､浮子により回転されるカム軸を

軸受により汽7k胴壁を貫通してその私端に設けた偏心力

ムを浮子の浮動により回転し､パイロットバルブの針弁

を制御するようにしたものである.｡この構造によれば浮

子の作動を､回転による抵抗の最も少いスタフィングボ

ックス等の軸受により､極めて容易に外部に取出すこと

ができ､従って浮子の作動によるパイロットバブ針弁の

操作を円滑にし､給7ト調農を適確に行い得るの効果があ

る｡ (滑 川)

郎･菅原

′′
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